
レンツの法則：
コイルを貫通する磁束の変化
を妨げる⽅向に起電⼒が発⽣
する。
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ファラデーの法則：
起電⼒の⼤きさは錯交磁束
の変化速度に等しい。

𝑒 𝑁
𝑑Φ
𝑑𝑡

−電源となるコイル

Φ変化量⼤→𝑒⼤
Φ変化量⼩→𝑒⼩
Φ変化なし→𝑒ゼロ



コイル（２）
コイルに電源をつないで電流𝐼 [A]が流れると、電流と磁界の関係（アンペールの法則）によって
右ねじの法則の向きに、コイルを貫通する磁束Φ[Wb]が⽣じる。
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電流による磁束Φ[Wb]
コイルに流れる電流
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電流増加に伴い
下向きΦ増加

巻数
𝑁 [回]

−負荷としてのコイル

発⽣する磁束に対してファラデーの法則が働き、電流を妨げるようにコイル両端間に起電⼒𝑒[V]が発⽣する。

この起電⼒は、電源から⾒て逆起電⼒（電圧降下）となる。
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磁束の⼤きさは、電流の⼤きさに⽐例するので、

と表せる。

𝑁Φ 𝐿𝐼 ⇒

逆起電⼒の向きを正とするので
マイナスはなしとする。

𝐿をインダクタンス（誘導係数）と定義する。単位は[H]。

インダクタンスの⼤きさは、コイルに１[A]流したときに
発⽣する錯交磁束𝑁Φ[Wb]の⼤きさであると⾔える。

逆起電⼒

 𝐼変化量⼤→𝑒⼤
𝐼変化量⼩→𝑒⼩
𝐼変化なし→𝑒ゼロ

𝐿で整理すると、 抵抗



コイル（３）
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断⾯積
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真空中の透磁率 𝜇  [H/m]
磁路の⽐透磁率 𝜇 磁界𝐻 [A/m]
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磁路の透磁率 𝜇 𝜇 𝜇  [H/m]

−環状鉄⼼コイルのインダクタンス

磁気回路のオームの法則  𝑁𝐼 Φ・𝑅

磁気抵抗
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磁束Φ [Wb]
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磁気抵抗𝑅 より

環状鉄⼼コイルのインダクタンスは、鉄⼼の透磁率 𝜇・⻑さ𝑙 ・断⾯積𝑆及びコイル巻数𝑁より決定する。


